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	(1)計算モデル
	・T11,T12,T13,T14

	(2)用いた手法
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	(3)参考文献
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	(4)有効振動数と

時間刻み
	・0～25 Hz，ただしT14のみ深さ方向モデリングの限界により0～7 Hz

・計算時間刻みは提出時間刻みと同じ0.01秒

	(5)平行成層地盤のモデル化
	・鉛直方向をGalerkin法に基づき2次要素で離散化，水平方向は波動解を利用

	(6)波数積分法
	・各振動数ごとの複素固有値結果に基づくモード重ね合わせで波数積分を表現
・極、分岐点、震源の遠近による計算処理は不要。ただし、ハンケル関数を利用するため、震央距離が完全に0の場合は計算できない。

	(7)点震源のモデル化（ステップ１の場合）
	・相反定理に基づき厳密な点震源として算定

・すべり速度関数は時刻歴上の離散化データで与え，地盤応答をFFT，IFFTで評価

	(8)面震源のモデル化（ステップ２の場合）
	今回はステップ１のみ

	(9)減衰の導入
	・複素せん断剛性を(1+2hi),h=1/2Qの形で評価，周波数依存性も考慮できる
・QなしはQp=Qs=5000として計算

	(10)波形処理
	・T11,T12,T13は0～7 Hz、6～25Hzで異なる深さ方向分割，領域のモデルを利用。それぞれで波形を計算後、6～7Hzでフィルターを掛け合成。最終的には0～25Hzの元波形となっている。
・T14は0～7Hzで計算後，6～7Hzでテーパーフィルター

	(11)その他
	・底面領域をS波40波長分のバファ層＋粘性境界でモデル化し、底面での波動の人工反射を防いでいる。











